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　６月 27 日、野沢温泉村のオリンピックスポー
ツパークにて、J リーガーの選手たちと近隣の
サッカージュニアたちが交流するイベントが行わ
れました。その舞台裏、村長は選手たちに木島平
米のおにぎりを差し入れました。（詳しくは15頁）

サッカージュニアのあこがれ
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台風、大雨、地震に備えましょう
　全国では、６月の台風による大雨・土砂災害だけでなく、16 日、25 日、26 日と、
震度５以上の地震が連続して発生しました。「災害は忘れた頃にやってくる」とい
う言葉があるように、個人や家族で、いざという時の備えをしておきましょう。

５相当 レベル５　特別警報

４相当 レベル４　危険警報

３相当 レベル３　警　　報

２ レベル２　注  意  報

１ 早期注意情報

河川氾濫 土砂災害大雨

千曲川
洪水

低地の浸水
小河川氾濫

がけ崩れ
土石流

警戒

レベル

▶
▶
▶
▶
▶

▶
▶
▶
▶
▶

とるべき行動

緊急避難

全員避難

一部早期避難

避難先確認

避難行動模索

発表は「災害名 + レベル数字」

◉防災気象情報の見直し

◉地震が発生した場合

　今年の５月から防災気象情報は、５段階の警戒レベルにあわせて発表されます。
これにより、対応する行動が明確になりました。

※情報収集手段とし
て、左下の QR コード
をご活用ください。

●とるべき行動
◆落下物や倒れてくる家具から身を
　守る。
◆頭部を最優先で保護する。
◆揺れが収まるまで動かない。
◆出口を確保する。
◆ブレーカーを落として避難する。

○やってはいけないこと
◇あわてて外に飛び出す。
◇揺れの中で無理に火を消す。
◇裸足で歩き回る。
◇ブレーカーを上げたままにする。
◇地震後に火を使用する。
◇車で避難する。

◉二次災害にも気をつけましょう
●想定される二次災害と対処法
○地震火災　暖房器具などが、停電が復旧したことでショートし、火災が発生す
　る恐れがあります。火の元を切る、ブレーカーを落とすよう心がけましょう。
○ライフラインの寸断　大規模地震には停電・断水・ガス停止がつきものです。
　飲食や衛生面で役立つ物資や道具は、必ず備えておきましょう。
○通信の寸断　不安のため誰もが電話を試みるため、回線がパンクしたり、停電
　により携帯電話の充電ができなくなります。あらかじめ安否確認の方法を決め
　ておき、バッテリーを確保しておきましょう。
○噂・デマ　災害時は曖昧で不確かな情報が出やすく、SNS や AI の力で真実味
　をおび、素早く拡散します。情報をうのみにしないよう気をつけましょう。

※実際には「避難指示」などの発令は村が行います。上記の警戒レベルは、
　自主避難の参考にしてください。
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木島平村
防災システム

村の気象情報や
河川の水位など
が確認できます

木島平村公式
LINE アカウント

防災情報等を
発信しています

木島平村
公式ウェブサイト

危険な場所を
確認しましょう

信州防災
アプリ

避難行動を
サポートします

最低３日分の家庭内備蓄をしましょう
　村で用意できる備蓄は、各家庭のニーズを必ずしも満たすものではありません。特に乳幼児や高齢者に必要
な物品は、家庭内備蓄で準備しておきましょう。備蓄品は無理のない範囲で買い集め、定期的に点検し、持ち
出しやすい場所に置いておくようにしましょう。

避難先での病気にも注意
　避難先では強いストレスや慣れない環境のせいで、体調を崩しやす
くなります。特に下記の症状には要注意です。「周囲に迷惑がかかる」
と思って我慢しないことが重要です。
●エコノミークラス症候群　足の血流が悪くなって血栓ができやすく
　なります。１時間に１回は足のストレッチをする。またはこまめな
　水分補給で防げます。
●脱水症・熱中症・低体温症　冷暖房不足による体温の変化や、避難
　先でトイレを気にするあまり、水分摂取を控えてしまうことで発生
　しやすくなります。
　※熱中症対策は 12 ページの記事も参考にしてください。
●災害時循環器症候群　塩分の多い非常食やストレスにより、高血圧、
　糖尿病、心臓病、喘息が悪化しやすくなります。避難したら医療関
　係者に相談しましょう。 問合せ先【総務係　内線１０６】



4

　

お
手
元
の
「
資
格
確
認
書
」
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
（
金
）
で
す
。
７
月
下
旬

ご
ろ
に
、
新
規
の
資
格
確
認
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
　
『
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
』
を
郵
送
し
ま
す

※
８
月
１
日
現
在
の
年
齢
や
、
マ
イ
ナ
保

　

険
証
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
、
郵
送
物

　

の
中
身
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
３
】

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

◉「資格確認書」（空色）を郵送
します。
○「限度額認定証」が必要な方は、
再申請が必要です。
○期限切れの資格確認書は、ご自
身で切断して処分するか、役場窓
口までお持ちください。

◉ 70 歳以上の方には、「資格
情報のお知らせ」を郵送します。
○ 69 歳以下の方には毎年交付
は行いません。昨年交付した「お
知らせ」を大切に保管してくだ
さい。

マイナ保険証を
▼ ▼

持っている持っていない

85 歳以上の方 84 歳以下の方でマイナ保険証を

▼ ▼使っている使っていない・持っていない▼

▲資格確認証（紫色）を郵送します。 ▲資格情報のお知らせ（Ａ４）を郵送します。

◀長野県後期高齢
　者医療広域連合
　の封筒で郵送し
　ます。
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【
年
金
】
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
　
『
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
』
の
ご
案
内

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
は
、
老
齢

（
補
足
的
老
齢
）
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
、
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
、
遺

族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
受
給
し
て
い
る
年
金
に
よ

り
支
給
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
や
、
そ
の
他
の
所
得

が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
生
活
者
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

前
年
の
年
金
収
入
金
額
が
90
万
９
千
円

以
下
の
方
は
、
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が

対
象
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
役
場
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◉
支
給
要
件

❶
65
歳
以
上
で
、老
齢
基
礎
年
金
（
※
１
）

　

を
受
け
て
い
る

❷
請
求
す
る
方
の
世
帯
全
員
の
村
民
税
が

　

非
課
税
と
な
っ
て
い
る

❸
前
年
の
公
的
年
金
収
入
金
額
と
そ
の
他

　

の
所
得
の
合
計
額
が
以
下
の
と
お
り
で

　

あ
る
（
※
２
）

◯
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
誕
生
の
方

 

・ 

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

80
万
９
千
円
以
下

 

・ 

補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

80
万
９
千
円
以
上
90
万
９
千
円
以
下

◯
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
誕
生
の
方

 

・ 

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

80
万
６
千
７
０
０
円
以
下

 
・ 

補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

80
万
６
千
７
０
０
円
以
上

　

90
万
６
千
７
０
０
円
以
下

※
１　

旧
法
の
老
齢
年
金
、
旧
共
済
の
退

　
　

職
年
金
、
そ
の
他
の
老
齢
・
退
職
を

　
　

支
給
事
由
と
す
る
年
金
で
あ
っ
て
、

　
　

政
令
で
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
も
対

　
　

象
と
な
り
ま
す
。

※
２　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課

　
　

税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◉
お
問
い
合
わ
せ

　

給
付
金
の
支
給
額
や
ご
自
分
が
対
象
と

な
る
か
ご
不
明
な
場
合
は
、
基
礎
年
金
番

号
を
ご
用
意
の
う
え
、
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
３
】

厚生労働省
支援給付金
特設サイト

【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
２
】

◉
国
保
税
の
納
税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で

す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く

て
も
、世
帯
員
に
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

納
付
義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
住
民
票
の
世
帯
単
位
で
計

算
し
て
い
ま
す
。

◉
納
め
方

○
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
回
納
付

※
特
別
徴
収
該
当
者
（
年
金
か
ら
天
引
き

　

さ
れ
る
方
）
を
除
き
ま
す
。

◉
納
期
限　

各
月
の
末
日

　
（
末
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

○
納
付
書
払
い
の
方

　

７
月
中
旬
に
、
各
期
納
付
明
細
と
と
も

　

に
１
～
９
期
の
納
付
書
を
お
送
り
し
て

　

い
ま
す
。
各
期
の
納
期
限
ま
で
紛
失
し

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
括
納
付
を
希
望
す
る
方（
全
期
前
納
）

　
　

一
括
用
の
納
付
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
納
付
書
９
枚

　

す
べ
て
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　

納
期
内
の
納
付
に
、
ご
理
解
、
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
（
月
）

納
期
限

１
期
（
７
月
）
令
和
８
年

　

７
月
31
日
㈮

２
期
（
８
月
）
令
和
８
年

　

８
月
31
日
㈪

３
期
（
９
月
）
令
和
８
年

　

９
月
30
日
㈬

４
期
（
10
月
）
令
和
８
年

　

11
月
２
日
㈪

５
期
（
11
月
）
令
和
８
年

　

11
月
30
日
㈪

６
期
（
12
月
）
令
和
９
年

　

１
月
４
日
㈪

７
期
（
１
月
）
令
和
９
年

　

２
月
１
日
㈪

８
期
（
２
月
）
令
和
９
年

　

３
月
１
日
㈪

９
期
（
３
月
）
令
和
９
年

　

３
月
31
日
㈬

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
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村
民
の
皆
さ
ん
へ
、
有
償
ま
た
は
無
償

で
物
品
を
お
譲
り
し
ま
す
。

◉
譲
渡
す
る
物
品

○
有
償
譲
渡

 

・ 

小
型
テ
レ
ビ
、
小
型
冷
蔵
庫
、
テ
ー

　

ブ
ル
な
ど

○
無
償
譲
渡

 

・ 

食
器
、
調
理
器
具
、
そ
の
他
小
物
な
ど

◉
閲
覧
・
譲
渡
会

○
日
時　
７
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　

７
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
場
所　
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク

◉
有
償
譲
渡
品
に
つ
い
て

 

・
有
償
譲
渡
物
品
に
つ
い
て
は
最
低
価
格

　

を
設
定
し
ま
す
。

 

・
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
閲
覧
会
当

　

日
に
配
布
さ
れ
る
所
定
の
入
札
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
提
出
さ
れ
た
入
札
書
の
う
ち
、
最
も

　

高
い
金
額
を
提
示
さ
れ
た
方
へ
譲
渡
し

　

ま
す
。
な
お
、
最
高
額
の
入
札
者
が
複

　

数
い
る
場
合
は
、
村
に
よ
る
抽
選
で
決

　

定
し
ま
す
。

 

・
物
品
の
引
渡
し
は
８
月
19
日
（
水
）
お

　

よ
び
20
日
（
木
）
両
日
の
、
午
後
２
時

　

か
ら
午
後
４
時
に
引
渡
し
ま
す
。

◉
無
償
譲
渡
品
に
つ
い
て

 

・
無
償
譲
渡
物
品
は
、
閲
覧
会
当
日
に
先

　

着
順
で
譲
渡
し
ま
す
。

◉
注
意
事
項

 

・
物
品
は
現
状
の
ま
ま
で
の
引
渡
し
と
な

　

り
ま
す
。

 

・
家
電
製
品
な
ど
は
、
現
地
が
通
電
し
て

　

い
な
い
た
め
、動
作
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
引
渡
し
後
の
返
品
、
交
換
お
よ
び
返
金

　

に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

・
大
型
物
品
の
搬
出
お
よ
び
、
運
搬
に

　

要
す
る
費
用
は
、
購
入
者
の
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

 

・
転
売
な
ど
の
営
利
目
的
で
の
参
加
は
、

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

　
　
　
【
商
工
観
光
係　
内
線　
１
３
４
】

　
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク

　
使
用
物
品
を

　

   

お
譲
り
し
ま
す

　

令
和
９
年
４
月
採
用
予
定　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

村
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

村
職
員
採
用
候
補
者
を
決
定
す
る
た

め
、次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◉
採
用
人
数

　

い
ず
れ
も
若
干
名

◉
受
付
期
間　

※
期
間
内
必
着

　

７
月
21
日
（
火
）
～
９
月
７
日
（
月
）

◉
受
験
案
内
・
申
込
書

　

総
務
係
で
受
け
取
る
か
、
村
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
試
験
日
程
お
よ
び
内
容

◆
第
一
次
試
験 

 

・ 

対
象
者　

応
募
者
全
員

 

・ 

日
程　

９
月
10
日
（
木
）
～
13
日
（
日
）

 

・ 

試
験
内
容　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３

　
　
　
　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
テ
ィ
ン
グ

※
期
間
内
の
都
合
の
良
い
日
に
、
自
身
の

　

パ
ソ
コ
ン
で
受
験
と
な
り
ま
す
。

◆
第
二
次
試
験

 

・ 

対
象
者　

一
次
試
験
合
格
者

 

・ 

日
程　
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

 

・ 

試
験
内
容　
作
文
お
よ
び
面
接
試
験

※
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
試
験
を
行

　

う
場
合
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　
内
線
１
０
８
】

試験区分
受験資格等

年齢 学力等

行政事務（初級） 平成 14 年４月２日
以降に生まれた方

①高校を卒業した方（年度内卒業を見込む方）
②採用後に村へ住民登録し居住できる方。（※）

行政事務（初級）
〈社会人経験者〉

昭和 61 年４月２日～
平成 14 年４月１日に
生まれた方

①職務経験が概ね２年程度以上ある方。
②上記②に同じ。（※）

社会福祉士（上級）
昭和 56 年４月２日
以降に生まれた方

①大学を卒業した方（年度内卒業を見込む方）
②社会福祉士の資格を有する方
　（年度内取得見込みの方）

社会福祉士（中級） ①短大を卒業された方
②社会福祉士の資格を有する方

村公式
ウェブサイト

※
住
宅
等
の
確
保
が
難

　

し
い
場
合
は
、
こ
の

　

限
り
で
は
な
い
。
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■組成調査結果

種類 重量 割合 小計

も
え
る
ご
み

おむつ 0kg 0％

48.5%
その他の
もえるごみ 14.15kg 43.9％

プラスチック
製品 1.5kg 4.6％

減
量

で
き
る
ご
み

生ごみ 13.75kg 42.5％
44.8%

手つかず食品 0.74kg 2.3％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 0.21kg 0.6％

6.7％

チラシ等の古紙 0.65kg 2.0％

プラ製容器包装 0.58kg 1.8％

布類 0.65kg 2.0％

ペットボトル 0.1kg 0.3％

 不燃ごみ 0kg 0％ 0％

 合計 32.33kg 100％

　今回の特徴

　今回は「その他のもえるごみ」が 43.9％と最も
高い割合を占めており、古紙類やプラごみ（プラ製
容器包装類）などの資源化できるものが 6.7％含ま
れていました。

　【課題】プラごみの混入と分別

　コンビニ弁当の容器や菓子袋が、もえるごみとし
て出されていました。
　容器に「プラ」の記載があるものは、固形物がな
くなる程度の水洗いをすれば、プラごみとして出す
ことができます。洗っても汚れや油などが取れない
場合は、もえるごみで出してください。

もえるごみの組成調査結果

　ごみの減量は、以下の効果につながります。
　◉費用の削減
　◉焼却施設の長寿命化
　◉二酸化炭素排出量の削減

ごみの減量にご協力を

「親子で発見！ごみのゆくえ見学ツアー」

参加者

募集中

　家庭から出たごみはどこへ行く？
　見学を通じて親子で学びましょう。
◉日時　８月３日（月）
◉行程　
 ・ 午後１時　　  　 役場集合
 ・ 午後１時 40 分　エコパーク寒川・
　　　　　　　　　最終処分場
 ・ 午後４時　　　   CPR 飯山工場
 ・ 午後５時 15 分　役場着

【環境整備係　内線 1 ５３】

◉移動手段　マイクロバス
◉参加費　無料
◉定員　20 人
◉対象　小学１年生から６年生
　　　　（小学３年生までは親子同伴）
◉持ち物　水筒
◉募集締切　７月 21 日（火）
　　　　　　　※定員になり次第締め切ります
◉申込み　　　　　【環境整備係　内線１５３】

スプレー缶事故防止のために
◉そのスプレー缶、危険です。
　高温の場所や長期間放置されて
いた缶は使用を控えましょう。
◉こんな事故にご用心
〇噴射剤（可燃性ガス）の引火
〇高温による爆発

【住民係　内線１２１】

▼令和 8 年５月実施

◉困ったときの相談先
○長野県消費生活センター
　電話０２６３（４０）３６６０
○ごみの分別方法　
　環境整備係　内線１５４

◉対処法
〇火のある場所で使用しない。
〇高温の場所に放置しない。
〇古い缶は使わず廃棄する。
〇中身は使い切るかガスを抜く。
〇本体の注意書き等をよく読む。
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村
職
員　

人
事

◉
６
月
１
日
付　

異
動

○
石
川　

あ
す
か

  

村
消
防
団  

ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

  
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
結
果

【
村
大
会
】

◉
開
催
日　

６
月
14
日

◉
成
績

○
ポ
ン
プ
車
操
法　

優
勝　

第
三
部

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法　

優
勝　

第
一
部

【
北
信
大
会
】

◉
開
催
日　
６
月
28
日

◉
成
績

○
ポ
ン
プ
車
操
法　
準
優
勝　

第
三
部

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法　
準
優
勝　

第
一
部

【
県
大
会
】

　

７
月
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
県
大
会

に
、
ラ
ッ
パ
隊
が
出
場
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　
内
線
１
０
６
】

        

金
婚
式
記
念
品
の
贈
呈

　

村
で
は
、
今
年
結
婚
50
周
年
を
迎
え
る

ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◉
対
象

　

昭
和
51
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

○
次
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す

 

・
戸
籍
の
届
出
が
遅
れ
、
事
実
上
昭
和
51

 
年
中
に
結
婚
の
ご
夫
婦

 

・
す
で
に
金
婚
の
年
を
過
ぎ
て
い
る
が
、

　

こ
れ
ま
で
に
村
か
ら
記
念
品
を
受
け
て

  

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

　
　
　
　

年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

　

左
記
対
象
者
の
有
効
期
間
が
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
課
税
状
況
な
ど
を
確
認

し
た
後
、
対
象
者
の
方
へ
、
７
月
下
旬
に

新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

所
持
者
、療
育
手
帳
Ａ
１
～
Ｂ
２
所
持
者
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
～
３
級
所
持
者
、

母
子
・
父
子
家
庭

◉
別
途
手
続
き
が
必
要

　

次
の
方
に
は
、
あ
わ
せ
て
ご
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

○
令
和
７
年
所
得
を
未
申
告
の
方

○
母
子
・
父
子
家
庭
で
18
歳
に
な
る
お
子

さ
ん
が
い
る
家
庭

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

　

い
な
い
ご
夫
婦

◉
申
出
先　

○
地
区
の
民
生
委
員

　
　
　
　
　

○
役
場
健
康
福
祉
係

◉
申
出
期
限　

７
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

有 

料 

広 

告

   

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
国
で
は
年
間
百
万
人
以
上
が
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
が
、
若
年
層
を
中
心

に
献
血
者
が
減
少
し
、
将
来
の
血
液
不
足

ラブラッド
アプリ公式
ウェブサイト

　

懲
戒
処
分

◉
６
月
11
日
付　

戒
告

○
主
任
（
42
歳
）

○
処
分
の
理
由　

不
適
切
な
事
務
処
理

　

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
職
員
の
懲
戒
処
分
を
行
い
ま

し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

職
員
へ
の
指
導
を
徹
底
し
、
村
民
の
皆

様
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
れ
ず
、
長
期
間
の

保
存
も
で
き
な
い
た
め
、
医
療
機
関
に
供

給
さ
れ
る
輸
血
用
血
液
は
皆
さ
ん
の
日
々

の
献
血
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
時　

７
月
24
日
（
金
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

◉
種
類　

全
血
献
血
（
４
０
０
ml
）

◉
対
象
者

 

・
男
性　

17
歳
～
69
歳

 

・
女
性　

18
歳
～
69
歳

※
男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～
64
歳
で
献
血

　

を
し
た
こ
と
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

◉
持
ち
物
（
①
～
③
の
い
ず
れ
か
）

①
献
血
手
帳

②
献
血
カ
ー
ド

③
献
血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス
「

ラ
ブ
ラ
ッ

ド
ア
プ
リ
」
搭
載
ス
マ
ホ

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　
内
線
１
２
５
】

　

新
・
民
生
課　

健
康
福
祉
係

　

旧
・
総
務
課　

総
務
係
）

　
　
　
　
　
　
【
総
務
係　

内
線
１
０
８
】
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村公式
ウェブサイト

   

農
業
用
水
の
適
切
な
管
理
を

　

夏
季
の
高
温
と
少
雨
に
よ
り
、
農
業
用

水
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
各
水
利
組
合
や
村
民
の

皆
様
に
は
次
の
点
に
つ
い
て
留
意
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◉
過
剰
な
用
水
の
取
入
れ
を
控
え
る
。

◉
下
流
域
の
用
水
確
保
に
務
め
る
。

※
同
一
水
系
の
水
利
組
合
は
、
連
携
し
て

　

用
水
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◉
水
路
な
ど
の
こ
ま
め
な
点
検
管
理
を
行

　

う
。

　
　
　
　
　
　
【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

村
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が

集
ま
り
、
趣
味
や
特
技
、
暮
ら
し
の
知
恵

な
ど
を
紹
介
す
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　

７
月
20
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◉
会
場　

木
島
平
村
農
村
交
流
館

※
詳
し
く
は
広
報
６
月
号
折
込
チ
ラ
シ
、

　

ま
た
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

◉
追
加
団
体  

剣
道
教
室

【
生
涯
学
習
係

　

  　
　

０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

ご
利
用
く
だ
さ
い 

  

獣
害
防
除
用
電
気
柵
購
入
補
助
金

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
村
で
は
、
電
気
柵
の
購
入
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
予
算

に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
期
間　

予
算
上
限
到
達
ま
で

◉
補
助
金
額　

　

購
入
価
格
の
１
／
２
以
内
、
３
万
円
を

上
限
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

◉
留
意
事
項　

購
入
先
等
指
定
な
し
。

◉
申
込
み
先　

産
業
課　

農
林
係

　
　
　
　
　
　
【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

  

夏
休
み
中
の
農
村
交
流
館

　
　

研
修
室
の
開
放
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
農
村
交

流
館
２
階
研
修
室
を
学
習
室
と
し
て
開
放

し
ま
す
。

◉
開
放
日　

７
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
８
月
23
日
（
日
）

◉
利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◉
注
意
事
項

　

研
修
室
の
使
用
開
始
時
・
終
了
時
に
は

事
務
室
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係　

　
　
　

  

０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

農
薬
の
空
中
防
除
を
行
い
ま
す

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防
除
の
た

め
、
次
の
日
程
で
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
農
薬
の
空
中
防
除
を
行
い
ま
す
。

◉
日
程

○
１
回
目　

７
月
22
日
（
水
）

○
２
回
目　

８
月
10
日
（
月
）

　

※
い
ず
れ
も
朝
５
時
か
ら
１
時
間
程
度

　

※
雨
天
、
強
風
等
の
場
合
は
翌
日

◉
散
布
箇
所　

散
布
希
望
の
あ
っ
た
ほ
場

◉
被
害
防
止
の
た
め
の
お
願
い

　

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
近
づ
か
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
田
ん
ぼ
の
上
空
を
超
低
空（
３
ｍ
程
度
）

　

で
飛
行
し
ま
す
。
近
づ
く
と
接
触
事
故

　

や
誤
操
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◉
安
全
対
策

○
散
布
対
象
の
田
ん
ぼ
周
辺
の
水
平
方
向

30‌‌

m
以
内
に
、
食
用
野
菜
な
ど
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
場
合
や
、
家
屋
が
あ
る
場
合
は

散
布
を
行
い
ま
せ
ん
。

○
風
速
３
ｍ
／
s
以
上
で
は
散
布
を
見
合

わ
せ
ま
す
。

【
農
業
振
興
公
社　

　
　
　

  

０
２
６
９
（
８
２
）
４
４
１
０
】

　
　
　
　
　
　
【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

 
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
デ
ー
開
催

　

村
の
豊
か
な
自
然
で
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
つ
の
家

族
の
よ
う
に
つ
な
が
る
多
世
代
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　
８
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
（
受
付
）
午
前
９
時
30
分
～

◉
会
場　
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園

　
　
　
　

杉
林
お
よ
び
馬
曲
川

　
　
　
　
※
雨
天
中
止

◉
対
象　
村
内
の
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

　
　
　
　

※
必
ず
保
護
者
同
伴

◉
内
容　
木
工
製
作
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

　
　
　
　

昔
の
遊
び
体
験
、
川
遊
び

◉
服
装　
・
杉
林
と
川
で
遊
べ
る
服
装

　
　
　
　

・
着
替
え

◉
持
ち
物　
・
お
米
１
合
（
親
子
で
）

　
　
　
　
　

・
水
筒

　
　
　
　
　

・
タ
オ
ル

◉
参
加
費　
・
未
就
学
児　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

・
小
学
生　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

・
大
人　
　
　

２
０
０
０
円

◉
申
込
み　
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
　
　
　
　

７
月
24
日
（
金
）
ま
で

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
子
育
て
支
援
係　
内
線
１
６
２
】

村公式
申込み
フォーム
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介

　

６
月
１
日
に
移
住
定
住
推
進
担
当
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
柳や
な

瀬せ

美み

穂ほ

で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

元
々
は
看
護
師
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
、
海
外
生
活
を
送
る
中
で
、

住
宅
の
補
修
を
自
ら
行
う
文
化
に
強
い
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

着
任
に
至
る
き
っ
か
け

　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル

は
す
べ
て
業
者
に
依
頼
す
る
も
の
だ
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
活
に

直
結
す
る
役
立
つ
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
都
内
の
職
業
訓
練
校
で
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
技
術
を
学
び
ま
し
た
。そ
の
流
れ
で
、

第
２
種
電
気
工
事
士
や
宅
地
建
物
取
引
士

の
試
験
に
合
格
し
、
せ
っ
か
く
な
ら
こ
の

資
格
や
技
術
を
何
か
に
有
効
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
村
内
の
移
住
先
を
探
し
、

先
日
や
っ
と
、
念
願
だ
っ
た
自
ら
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
空
き
家
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
探
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
理
想
の
家
に
出
会
え
た
時

の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

以
上
の
経
験
か
ら
、
自
分
と
同
じ
よ
う

に
移
住
を
考
え
て
い
る
人
の
力
に
な
り
た

い
、
そ
し
て
大
好
き
な
こ
の
地
域
の
た
め

に
活
動
し
た
い
と
思
い
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
興
味
を
持
ち
、
着
任
の
は
こ
び
と

な
り
ま
し
た
。

空
き
家
か
ら
始
ま
る
地
域
活
性
化

　

昨
今
、
全
国
で
「
空
き
家
」
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
都
会
か
ら
の
移
住
希
望
者

は
増
え
て
い
ま
す
。
建
物
が
古
い
ま
ま
だ

と
、「
売
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
感
じ
て
い

る
持
ち
主
さ
ん
は
多
い
の
で
す
が
、
逆
に

「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
趣
が
あ
る
」、「
自

分
の
好
み
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

い
」と
思
う
買
い
手
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

双
方
の
不
安
や
願
い
を
う
ま
く
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
け
れ
ば
、
空
き
家
は
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
両

者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

   

村
で
の
移
住
生
活

　

私
生
活
で
は
、
移
住
し
て
空
き
家
を
Ｄ

Ｉ
Ｙ
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
村

で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

移
住
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
虫
の
多
さ

に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
自
然
と
の

共
存
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
、
人
の
や

さ
し
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
村
の
方
々

の
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
、
皆
さ
ん
は
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
困
っ
た
と

き
も
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
の
で
、
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
感

動
を
見
つ
け
る
こ
と
が
今
の
私
の
楽
し
み

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
大
好
き
な
村

で
、
充
実
し
た
毎
日
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
村
内
で
お
見
か
け
い
た
だ
い
た
際

に
は
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

  

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

空
き
家
の
こ
れ
か
ら
を
、「
今
」
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
空
き
家
の
所
有
者
、
所

有
す
る
か
も
し
れ
な
い
方
、
関
心
が
あ
る

方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
広
報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

【
住
ま
い
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
】（
予
約
不
要
）

◉
日
時　

７
月
25
日(

土)

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
10
時
30
分

◉
場
所　

役
場
２
階　

会
議
室

◉
演
題　
「
我
が
家
の
将
来
を
考
え
て
み

　
　
　
　

よ
う
」

◉
講
師　

幸
松
暁
さ
ん

　
　
　
　
（
み
ゆ
き
野
企
画
代
表
）

【
司
法
書
士
に
よ
る
個
別
相
談
】（
要
予
約
）

○
午
前
10
時
45
分
～
午
前
11
時
45
分

※
７
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　
　
【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】
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料 

広 

告

窓リフォームが補助金でお得に！

◆  先進的窓リノベ　２０２６事業  ◆

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

  

暑
い
季
節
を
前
に
し
て

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
観
光
振

興
局
の
長
野
で
す
。
早
い
も
の
で
、
こ

の
村
に
来
て
丸
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。

一
年
の
サ
イ
ク
ル
に
も
ず
い
ぶ
ん
と
慣

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
初
め
て

知
る
こ
と
も
多
く
、
新
鮮
な
毎
日
の
連

続
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
取
材
な
ど
で
地
域

の
行
事
に
顔
を
出
す
と
、
い
つ
も
温
か

く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
末
は
、
昨
年
に
続
き
木
島
平
中

学
校
２
年
生
の
高
社
山
登
山
学
習
の
案

内
人
を
務
め
ま
し
た
。
植
生
や
ブ
ナ
原

生
林
、
高
社
山
が
地
域
に
と
っ
て
ど
ん

な
存
在
か
な
ど
お
話
し
な
が
ら
歩
き
、

中
腹
ま
で
登
る
と
眼
下
に
キ
ラ
キ
ラ
と

光
る
水
田
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
初
め
て
見
る
地
元
の
景
色
に
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
こ
の
経
験
が
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
す
地
域
の
魅
力
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
し
、
普
段
は

当
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
「
村
の

豊
か
さ
」
を
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き

ま
す
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
わ
た
し
も

大
好
き
な
こ
の
村
の
野
山
を
元
気
に
駆

け
回
っ
て
い
き
た
い
で
す
！
見
か
け
た

ら
、
ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

観
光
振
興
局
通
信長

な が の

野　安
あ ん な

那

▲中腹から見下ろす
　一面の水田

▲「ヤッホー」ではなく「お寿司
　食べたーい」と叫ぶ生徒たち

163 

 　

夏
日
の
駅
前
イ
ベ
ン
ト

　

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員
の
島
﨑
光
太

で
す
。
今
回
は
２
つ
の
大
き
な
出
来
事

に
関
わ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

◉ 

調
布
駅
前
広
場
が
つ
い
に
完
成 

　

京
王
線
の
地
下
鉄
化
か
ら
約
13
年
半

を
経
て
、
今
年
３
月
に
駅
前
広
場
が
完

成
し
ま
し
た
。
５
月
30
日
に
は
完
成
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
に
新

鮮
屋
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
調
布
市
ゆ
か
り
の
舘
ひ
ろ
し 

さ
ん
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
な
ど

し
て
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
記
念

す
べ
き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◉
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
即
売
会
を
開
催

　

６
月
12
日
の
新
鮮
屋
に
て
、
販
売
と

た
け
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま
し

た
。
市
民
も
心
待
ち
に
し
て
い
た
木
島

平
村
の
季
節
の
味
覚
を
、
今
年
も
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

街
の
姿
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く

中
で
、
村
の
農
産
物
や
特
産
品
を
通
じ

た
交
流
は
、着
実
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
野
菜
の
季
節
で
、
新
鮮

屋
も
一
層
活
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
近
況

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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健　康

だより

健康福祉係
内線１２７

熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　熱中症とは、高温多湿な環境に長時間いることで体温調節がうまくできなくなり、
体内の水分や塩分のバランスが崩れて起こる症状です。暑さが本格化する７月は、屋
外だけではなく、自宅などの室内でも発症することがあります。

熱中症に注意しましょう

熱中症の症状は？

熱中症にならないために

◉温度・湿度を調整しましょう
　温度・湿度計を置いて目で確認で
きるようにしましょう。( 室温は 28
℃、湿度は 50 ～ 60％が目安です )

◉日差しから身を守りましょう
　外出時には日傘や帽子を着用
し、日陰の利用や、こまめな休憩
をとりましょう。※高温多湿の時
には、畑作業など長時間外で過ご
すことは避けましょう。

◉身体を冷やしましょう
　保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、
首の周り、脇の下、足の付け根など
を冷やすと効果的です。

◉部屋の気温上昇を防ぎましょう
　遮光カーテン・すだれの使用、
打ち水などの工夫をしましょう。

◉涼しい服装を選びましょう
　吸湿性・速乾性のある通気性のよ
い衣服を着用しましょう。

◉こまめに水分補給しましょう
　室内でも、外出時でも、のどの
渇きを感じていなくても、15 ～ 30
分おきに水分補給することが大切で
す。
※大量に汗をかいた時は、塩分も一
緒に補給しましょう。1ℓの水に対
して 1 ～ 2g の食塩が目安です。
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こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

認知症講演会のお知らせ
◉日時　8 月 29 日（土）13：30 ～ 15：30
◉場所　役場 2 階　会議室
　今年度は、当事者であり、認知症希望大使としてご活躍されている春

すの

原
はら

治
はる

子
こ

氏をお迎えします。
ご自身の貴重な体験談をお聞きして、認知症に対する理解を深めませんか。詳しくは、来月号の包
括だよりをご覧いただくか、地域包括支援センターまでお問い合わせください。

　登録している高齢者の方（利用者）が徘徊によ
り行方不明になった際に、地域のみなさん（支援
者）の協力で見つけることができる仕組みです。
　ご家族が行方不明になった…。道に迷うことが
多くなった…。そんな心配がある方は、利用者登
録をおすすめします。登録料及び利用料は無料で
す。登録されていれば、緊急時に短時間で情報共
有ができ、より早期の発見につながります。

◆高齢者等あんしん見守りネットをご活用ください

◉支援者を募集しています
　高齢者等あんしん見守りネットにご協力い
ただける支援者（個人、事業所など）を随時
募集しています。行方不明者が発生した際に
はその方の情報が、情報配信センターから電
子メールまたはファックスで配信されますの
で、可能な範囲で捜索に協力をお願いします。

　

６
月
６
日
に
健
康
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
の
学
び
を
２
回

に
分
け
て
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

◉
講
演　
『
知
っ
て
お
き
た
い
「
足
の
血
管
」
の
お
は
な
し
』

◉
講
師　

健
康
づ
く
り
事
業
団　

保
健
師　

芳
川
那な

伎ぎ

砂さ

氏

◉
足
梗
塞(

下
肢
閉
塞
性
動
脈
疾

患)

と
は
？

　

足
の
血
管
の
動
脈
硬
化
⇩
足
の

動
脈
の
狭
き
ょ
う

窄さ
く

・
閉
塞
⇩
血
流
低
下

に
よ
っ
て
栄
養
や
酸
素
が
届
か
な

く
な
り
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

○
足
梗
塞
の
症
状

◉
足
梗
塞
と
加
齢
の
違
い

足
梗
塞

加
齢

症
状
の
出
方

急
に
始
ま
り
、

急
速
に
悪
化
。
徐
々
に
長

年
で
進
行
。

左
右
差

片
足
だ
け

両
足

歩
行
時
の

　
　
　

症
状

歩
く
と
痛
み
、

休
む
と
治
る

疲
れ
る
。

だ
る
い
。

足
の
状
態

末
端
の
冷
え
。

色
が
変
化
。

冷
え
る
が

変
色
な
し
。

血
管
の
脈
拍

足
の
甲
の
脈

が
弱
い
。

通
常
通
り

◉
足
梗
塞
の
原
因
は
？

　

下
肢
の
動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。

　

高
血
圧
症
、
高
尿
酸
血
症
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
、
肥
満
、

加
齢
、
喫
煙
な
ど
が
引
き
金
で
す
。

○
次
回
は
、
足
梗
塞
の
予
防
方
法
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

軽症重症

①
足
の
冷
え
・
し
び
れ

②
間か
ん

欠け
つ

性せ
い

跛は

行こ
う

③
安
静
時
に
痛
む

④
潰か
い

瘍よ
う

・
壊え

疽そ

【
症
状
の
状
態
】

①
血
流
障
害
の
初
期
、
血
液
が

末
端
に
行
き
届
か
な
く
な
る
。

②
少
し
歩
く
と
足
に
痛
み
や
し

び
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

③
血
流
障
害
が
進
行
し
、
体
組

織
に
酸
欠
が
生
じ
て
い
る
。

④
体
の
組
織
が
死
滅
し
腐
敗
。

◀
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

田植え実習 春期生徒総会 校内意見発表会

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

保育園 小学校 中学校

　５月18日、「農業と環境」
の授業で１年生が田植えを
行いました。
　農業科教員の指導のも
と、ロープで間隔を測りな
がら、稲の苗を一本一本丁
寧に手植えしました。
　これから授業を通して、
区画ごとに異なる植え方を
した苗がどのように育つの
か、その成長過程や収穫量
の違いを調査します。

　今年の春期生徒総会は、
昨年度の会計報告および監
査報告をはじめ、各委員会
の年間活動計画や生徒会一
般会計予算案について審議
が行われました。また、農
業クラブ独立に伴う会則改
定やクラブ活動の見直しに
ついても議決され、生徒会
活動の新たな体制づくりが
進んでいます。

　農業クラブによる校内意
見発表会が、本校の体育館
で開催されました。
　発表では、日本の農業の
未来や地域社会の課題など
について、それぞれの視点
から考えた内容が語られま
した。
　本大会は県大会への選考
会も兼ねており、代表に選
ばれた生徒たちは県大会に
臨みます。

き
じ
ま
平
っ
子
ホ
ッ
ト
情
報

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
授
業
や
取
組
み
、
行
事
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

　5 月 29 日高社山散策を
実施しました。
　ブナの間を通る涼しい風
を感じながら、気持ちよく
登ることができました。ス
キー場のゲレンデからは、
水を張った光る田んぼの中
にたたずむ木島平中学校が
よく見えました。

　毎年、５年生が中心とな
って全校で米作りをしてい
ます。今年は、高温に強い

「ゆうだい 21」を全校で育
てます。
　これから全校で稲の成長
を見守っていきます。

おひさま保育園ができ
てから、今年で 15 年目に
入りました。保育園の敷地
内に植えていただいた木
が、子どもたちと一緒にぐ
んぐん大きくなって、木登
りして楽しむ姿からはたく
ましさを感じます。

  高社山散策  米作り開始  子どもと
　  木の成長
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横
断
歩
道
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
運
転
者
・
歩
行

者
に
対
し
て
横
断
歩
道
で
の
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
行
動
を
呼
び
か

け
、
双
方
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
も
の
で
す
。

◉
目
標

 

・ 

横
断
歩
道
上
に
お
け
る
歩
行
者
の

　

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

 

・ 

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
停
止
率

　

全
国
１
位（
長
野
県
10
年
連
続
達
成
）

◉
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

①
横
断
歩
道
の
手
前
で
減
速

②
歩
行
者
の
有
無
を
確
認

③
歩
行
者
が
い
た
ら
必
ず
停
止

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

①
横
断
歩
道
を
渡
る

②
手
を
挙
げ
て
横
断
の
意
思
を
伝
え
る

③
大
き
く
手
を
ふ
っ
て
安
全
確
認

　

日
本
一
安
全
・
安
心
な
横
断
歩
道
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

横
断
歩
道
ル
ー
ル
・

　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

「ONE FIELD」サッカー選手交流会　

　６月 27 日、野沢温泉村オリンピックスポーツ
パークにて、現役 Jリーガーの選手たちと周辺の
サッカーチームの子どもたちが交流するイベント
が行われました。J1 で活躍する選手たちが参加
するイベントの開催は、非常に稀なことです。村
からは、サッカーチーム「みゆき野 FC」所属の
子どもたち、約 30 名が参加しました。
　午前と午後に分かれたイベントで、村の子ども
たちが参加したのは午後の部でした。午後の部開
始前には、村長が一足早く選手たちと接触し、村
で用意した「村長の太鼓判」のおにぎりを差し入
れ、「美味い」、「最高」との賛辞を得ていました。
　子どもたちは選手たちからテクニックやパ
フォーマンスを身につけるための練習やミニゲー
ムを体験し、充実した時間を過ごしました。

J1 選手たちを目の前にして

▶
お
に
ぎ
り
を
手
渡
さ
れ
る
稲
見
哲
行

　

選
手
（
右
）
と
齋
藤
功
佑
選
手
（
中
央
）

▶
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
練
習
を
見
守
る

　

平
岡
大
陽
選
手

村公式
ウェブサイト

  

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

  

パ
ー
ト
ナ
ー
自
治
体
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

　

村
は
、
阿
智
村
に
あ
る
満
蒙
開
拓
平
和

記
念
館
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
期
間
の
学
習
会
に
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

◉
対
象　
村
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生

　
　
　
　

※
一
般
の
方
は
有
料
で
す

◉
期
間　
７
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

　
　
　
　

８
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

　
　
　
　

８
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

◉
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
場
所　
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　
内
線
１
２
５
】

　「

家
庭
の
日
」

フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

　
写
真
募
集
中

　

村
民
お
よ
び
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
か

ら
「
家
族
」
や
「
家
庭
」
を
感
じ
る
写
真

を
募
集
し
、
１
つ
の
大
き
な
絵
を
完
成
さ

せ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
子
育
て
支
援
係　
内
線
１
６
２
】
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７月
村税等の口座振替日は 7月 27 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和８年６月 令和７年６月 前年同月比

58,290kg 53,580kg 109%

燃えない
ごみ処分量

令和８年６月 令和７年６月 前年同月比

4,510kg 5,580kg 81%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 900kg 26.0 円 /kg 25,740 円

雑　誌 3,190kg 16.0 円 /kg 56,144 円

段ボール 1,410kg 16.0 円 /kg 24,816 円

紙パック 　40kg 6.0 円 /kg 　　264 円

合計 106,964 円

令和８年6月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告

■７月の納付税目等

 ・国民健康保険税　
 ・ 介護保険料
 ・ 後期高齢者医療保険料
■納期限は　7 月 31 日（金）です。

村税の納付をお忘れなく

社協関係の行事は 28ページ
「社協の予定」をご覧ください。

20

月
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

９
時
～
15
時

21

火　

22

水　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

23

木　

小
学
校
５
年
生
八
丈
島 

海
の
体
験
学
習
（
～
25
日
）

24

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

25

土　

樽
川
水
系
現
地
視
察

　

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

９
時
～
10
時
30
分

26

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

27

月　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

28

火　

29

水　

30

木　

31

金　

1

土

2

日

3

月　

ご
み
の
ゆ
く
え
見
学
ツ
ア
ー　

13
時
～

4

火　

Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
～
７
日
）

5

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

【税務会計係　内線１１２】

海
の
日
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８月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 1 20 野沢温泉村 0 2 15 その他 0 0 2

飯山市 0 2 92 栄村 0 1 15 《合計》 0 6 144

件 件 件 件 件件 件件 件６月の出動件数（岳北消防本部）

火の始末　その目その手で　確実に

【7 月 20 日㈪～ 8 月 19 日㈬】

な人
権
か
る
た

　

何
気
な
い　

一
言
が　

相
手
の
心
に　

傷
を
つ
け
る　

日にち：７月 29 日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和５年５・６月 生

うまれ

　　   令和６年５・６・11・12 月生
　　   令和７年６・７・11・12 月生
　　   令和８年２・３月生

日にち：８月３日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和８年１月 生

うまれ

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園プレイルームを開
放します。
　また、ベビー・子ども用品のリユー
スも行っています。
日時：保育園の開所している㈪～㈮
　　   9：00~11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム　

※ 8 月 13 日㈭～ 14 日㈮は、
　　子育て支援室はお休みです。
　　ご利用できません。

乳幼児健診

◉ 7 月 21日㈫　9：45 ～
　「水遊びを楽しもう」
　天気が良ければ外で水遊びをし
　ましょう。
◉ 7 月 28 日㈫　10：15 ～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなどを
　参考にした離乳食を紹介します。
　離乳食の相談にも応じます。
◉８月４日㈫　10：00 ～
　「０歳からはじめるおうち性教育講座」
　小林千絵さんから、コミュニケー
　ションのコツを教わります。
◉８月18 日㈫　10：00 ～
　「親子ふれあいリトミック」
　音楽に合わせ、リズム遊びをします。
　

おひさま教室おひさま広場

BCG 予防接種

6

木

7

金　

8

土　

夏
ま
つ
り　

18
時
～

9

日　

長
野
県
知
事
選
挙

10

月

11

火　
　

12

水　

13

木　

14

金　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口

　

開
設　

17
時
15
分
～
19
時
15
分

15

土　

二
十
歳
を
祝
う
会　

14
時
～

16

日　

17

月　

18

火
　

19

水　

無
料
法
律
相
談　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

20

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

広
報
配
布
日

山
の
日

役場は通常通り
開庁しています

　【学校閉校日】　◉小学校　11 日～ 17 日
　　　　　　　　◉中学校　10 日～ 17 日
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　今議会では、専決処分の報告２件の他、［承認７件、予算案３件、事件案４件、条例案２件、
同意案１件］をすべて承認・可決・同意しました。
　また、陳情３件は継続審査、議員発議２件（可決）は国に意見書を提出しました。
　なお、賛否の分かれた議案は、19ページに記載しています。

５月29日から６月12日までの15日間

令和８年６月第２回定例会

No. 281

　令和７年度一般会計補正予算（第12号）の１億432万円減額（総額50億2605万
円）および 特別会計補正予算の専決処分を事業実績による減額と認め、全会一致で
承認しました。� （千円以下を四捨五入）

●権利の放棄について（今後とも費用を徴収できないことが見込まれるため）
　・緊急安全措置事業（倒壊の危険がある家屋の補強等対応）の 所有者負担費用
� 154万円
　・水道料金未収金� ５万7500円
●損害賠償の額を定める専決処分の報告について
　村内団体に貸し出した体育支援車からの飛び石により、後方車両の車体および
　フロントガラスを損壊させたことに対する損害賠償� 24万5500円

　令和８年度一般会計補正予算（第１号）では628万円の増額を
全会一致で可決しました。（現在の予算総額43億228万円）
　主な内容を抜粋してお知らせします。� （千円以下を四捨五入）

承認

報告

補正予算

・�戸籍住民基本台帳費　41万円
　（パソコン購入、システムセットアップ委託料他）
建設課
・一般道路維持費　944万円（含：過疎債）
　（アスファルト舗装用資材値上げによる増額）
生涯学習課
・池の平スポーツ施設管理費　931万円（含：辺地債）
　（クロスカントリーコースの舗装用資材高騰による増額）
産業課
・池の平スポーツ公園整備事業　132万円
　（暴風により倒壊した納屋の撤去）
産業企画室
・空き家の緊急安全措置対応　330万円
　（所有者不在の危険家屋で、飛散の恐れのあるものの撤去）
その他　人事異動・退職等に伴う人件費の増減　ほか

民生課

（百円以下を四捨五入）

ピックアップ
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事件
　・クロスカントリー競技場の改修工事費を3500万円増額（中東情勢による資材高騰のため）
　　※�財源の内訳：特定財源1600万円追加、辺地対策事業債1900万円追加

　・村道除雪用 タイヤドーザ（16ｔ級)　2229万円　㈱前田製作所 飯山営業所
　・小型油圧ショベル　801万円　日本キャタピラー合同会社 長野営業所

　・クロスカントリー競技場オーバーレイ工事　5940万円　㈱サンタキザワ 
　・堆肥センター長寿命化工事　１億2210万円　㈱サンタキザワ

◆  ◆  ◆   議員からの提出議案   ◆  ◆  ◆

◆  ◆  ◆   みなさんからの請願・陳情   ◆  ◆  ◆

●「辺地に係る公共的施設の総合整備計画（令和７年度から令和11年度）」の変更

●物品売買契約の締結について

●工事請負契約の締結について

受理番号 件　名 結　果 対　応

発議第２号
社会福祉法等の一部を改正する法律案の慎重審議
を求める意見書の提出について

可　決
衆・参議院議長、内閣総理大臣、厚生
労働大臣あてに意見書を提出。

発議第３号
外交努力による中東地域の早期事態収拾を求め
る意見書の提出について

可　決
衆・参議院議長、内閣総理大臣 あてに
意見書を提出

同意

　国家公務員の給与表改正に伴う改正（補償
金額を増額するもの）� ほか

●「臓器移植に関わる犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書」提出の陳情
●「mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出」を求める陳情
●「消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わないこと」を求める陳情

　３件とも継続審査としました。
　理由は「趣旨は理解できるが、専門的な知見も必要で、一概に判断できないため」です。

（いずれも県外の方から提出されました）

　渡辺　隆 氏（糠千）
　任期 令和８年７月１日から３年間

条例改正
●�木島平村消防団員等公務災害補償
　条例の一部改正

●�固定資産評価審査委員の選任に同意
しました。

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　 

達
夫

湯
本 

直
木

湯
本 

行
浩

山
本 

隆
樹

山
浦 

　
登

丸
山 

邦
久

江
田 

宏
子

山
﨑 

栄
喜

工事請負契約の締結について
（堆肥センター長寿命化工事） 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

■表の説明：〇：賛成、×：反対（議長は議決に参加しないため、議員名から外してあります）

◆  ◆  ◆   賛否の分かれた議案の結果   ◆  ◆  ◆
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産業企画室

産　業　課

【令和８年度一般会計予算について】

「令和８年３月定例会の審査意見」に対する村の対応

「正規職員の採用」については、財政状況及び人口減少

の動向を踏まえ、計画的かつ適正な人員配置となるよ

う十分検討されたい。

調布市の「アンテナショップ新鮮屋」および「職員派

遣」については、必要性や効果等について十分検証

し、今後の方向性を示されたい。

「観光ビジョン」については、実施主体やスケジュール

を明確にしたアクションプランを早期に示し、着実な

推進に努められたい。

「先進地への視察研修等」については、取組みや成果を

共有し、施策等に反映されるよう取り組まれたい。

「木島平ブランド再構築事業」については、アドバイ

ザーの活用で、自ら主体的に考え行動できる体制の構

築、実効性ある取組みにつなげられたい。

「創業支援補助金」及び「事業承継補助金」について

は、移住・定住施策と連動させ、補助金の増額など戦

略的な施策と活用促進を図られたい。

「堆肥センター」については、長寿命化工事では根本的

課題（開放型施設への改善や従業員の健康管理への対

応など）の解決には至らず、今後も多額の改修費用や

運営費が見込まれる。検討委員会の設置とともに、現

行スケジュールの前倒しを含め、早急に次の段階に向

けた検討を進められたい。

　　　 正規職員の採用や人員配置の最適化は、組織の

能力を発揮するうえで極めて重要な事項。財政状況や

人口減少の動向に加え、行政ニーズの多様化や若手人

材の確保、年齢構成などにも配慮しながら、計画的な

採用に努める。

対  応

　　　 アンテナショップ新鮮屋については、その機能

や取り巻く環境などから今後の施設のあり方について

検討を進めていく。職員派遣についても、今後の「ア

ンテナショップ新鮮屋」の機能等も考慮しながら、派

遣の必要性、効果を検討し方向性を示す。

対  応

　　　 アクションプランの早期策定については、そ

の重要性を認識しており、現在検討を進めているとこ

ろ。関係団体や事業者のみなさんの意見も参考にしな

がら、令和８年９月までに策定したいと考えている。

対  応

　　　 従来の復命書回覧にとどまらず、庁内での報告

書の共有や成果報告会の実施など、得られた知見を共

有する仕組みを強化しつつ、本村の地域特性や現状の

課題を勘案しながら、施策への反映を積極的に検討し

ていく。

対  応

　　　 事業を進めていく中で、職員が外部専門家の知

見を吸収し、自ら主体的に考え行動できる体制の構築

とともに、実効性のある取組みにつながるよう努める。

対  応

　　　 地域経済の活性化と持続的な発展を図る上で、

創業及び事業承継の促進は重要な課題。移住相談の際

に、移住推進係において村の各種支援制度を案内して

いる。補助対象経費の範囲や上限額についても、近年

の物価変動や創業及び事業承継を取り巻く実情を踏ま

え、必要に応じて見直しを検討していく。

対  応

　　　 施設の老朽化が進行していることから、まずは

施設の安全確保を最優先に、現在、長寿命化工事の発

注に向けた事務を進めている。

検討委員会については、今年度上半期中の組織を予定

しており、検討委員会において、施設のあり方や今後

の整備方針について、現行スケジュールの前倒しを含

め検討していく。

対  応

総　務　課
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建　設　課
「賃貸住宅の設備更新（トイレ等）」については、住宅

の状況等を踏まえ、優先順位を精査し、計画的に実施

されたい。

「シャトル便・デマンド交通・スクールバス等の委託

費」が倍増している現状を重く受け止め、公共交通の

持続可能な運営の観点から、総合的な交通体系のあり

方を早急に検討されたい。

　　　 賃貸住宅の設備（トイレ等）については、状況

を踏まえ計画的に更新を実施する。

対  応

　　　 運行委託費が増加している状況は、村の財政

においても大きな課題である。持続可能な公共交通体

系を維持するためには、限られた経営資源としての予

算、ドライバー、車両を効率よく活用するため、「総合

的な交通体系」について引き続き、関係団体との協議

も含めて検討を進める。

対  応

各議員の一般質問の項目
６月４・５日に８人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（８月号）の議会だよりに掲載します。

１　湯本　直木
　①堆肥センター長寿命化計画の見直しは
　②�第７次総合振興計画の重点プロジェクトの実施

状況は
　③園児の主食持参の見直しのその後は

２　山本　隆樹
　①�地域公共交通について
　② 「住みたい田舎」更なる取組を

３　丸山　邦久
　①観光ビジョンの策定とその後の進捗は
　②渇水対策について
　③地域おこし協力隊の定着率について
　④空き家・空き地取得者に対する条例制定について

４　江田　宏子
　①�学校・保育園の給食について
　②�高齢者福祉の法改正による影響と村の施策に
　　ついて
　③ファームス木島平の再整備方針について

１　湯本　行浩
　①�村におけるハラスメント防止と適正な組織運営

について
　②人口減少を見据えた今後の村づくりについて

２　山﨑　栄喜
　①道の駅再整備について
　②集落の集会施設の改修等に対する補助について
　③ごみ袋の記名廃止について
　④生涯学習の推進について

３　山浦　　登
　①一般会計予算編成の疑問点を問う
　②中東戦争による物資不足、物価高騰対策について
　③予備自衛官等兼業特例法について

４　関　　達夫
　①憲法公布80年改正は村民が納得する説明が大事
　②生活環境保全のコストはどうあるべきか
　③奨学金貸付制度は誰の為か

第１日目（６月４日） 第２日目（６月５日）
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議会報告会の開催

　議会として、日頃の議会活動や議会改革の取組み、

３月定例会の概要などを報告するとともに、村政や議会

活動について住民の皆さんと意見交換を行うため、４月

14日（火）と18日（土）に議会報告会を開催しました。

～議会活動を報告し、皆さんと意見交換を行いました～

議会改革の取組みと当日の内容について
　前回の村議会議員選挙では無投票・定数割れとなり、議会では議員のなり手不足や議会の活性化を重要

な課題と捉えています。この課題に対応するため、令和６年12月に議会改革特別委員会を設置し、議会

カフェや各種団体との意見交換会、一般質問通告書の公開、「議会のしおり」の作成などを通じて、「議会

の見える化」と住民との対話を進めています。

　また、議員のなり手不足の要因の一つである「議員活動を続けやすい環境づくり」についても検討を進

めてきました。議員報酬は32年間据え置かれていることから、活動実績の調査や他自治体の事例研究を行

い、その結果を踏まえ、議員の報酬を月額20万円程度とするよう要望していく方針です。

　今回の報告会では、これらの議会改革の取組状況に加え、議会活動や３月定例会での新年度事業・議案

審査の内容、村内施設である馬曲温泉や道の駅ファームス木島平のこれまでの経過と今後の予定について

報告しました。

　参加者の皆さんからは、議会への関心や議員報酬をはじめ、議会改革全般について、さまざまなご意見

をいただきました。

今後に向けて
　今回の報告会では、議会活動や村の課題について住民の皆さんと直接意見を交わし、多くの貴重なご意
見をいただくことができました。
　議会では、いただいたご意見を今後の活動に生かしながら、引き続き議会活動の見える化と情報発信に
努めるとともに、議員のなり手不足の解消に向けて、議員活動を支える環境整備や、議員報酬について、
村に対して「報酬審議会の開催」を求めてまいります。
　今後も議会だよりや村ホームページ等を通じて、議会の取組みを分かりやすくお知らせしていきます。

当日の主な意見・質問
● 仕事と議員活動は両立できるのか。また、議員活動にはどの程度の時間が必要なのか。

● 村の課題について、議会は継続的に状況を把握し、行政への提案や確認を行ってほしい。

● 一般質問では、それぞれの得意分野を生かしながら、より深く掘り下げた議論を期待したい。

● 農業や子育てなど、地域の身近な課題にも引き続き関心を持って取り組んでほしい。

● 移住者の受け皿づくりなど、村の将来についても考えていく必要があると思う。

● 議員になれば何ができるのか、住民にもっと伝えてほしいと思う。

● 議員活動は想像以上に大変だと感じた。

● 議会活動をもっと見える化し、理解者を増やす取組みが必要だと思う。

参加者からは、議会活動への期待や建設的なご意見を数多くいただきました。
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議会だより
編集委員

委 員 長　江田  宏子　
副委員長　山本  隆樹
委　　員　山浦  　登　
　　　　　関　  達夫　
　　　　　湯本  直木
　　　　　湯本  行浩

次回定例会の開催予定

９月議会定例会

８月12日（水）午後５時
議会事務局へ直接お持ちいただき、
事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

開　会　日　８月27日（木）
一般質問①　９月 ２日（水）
一般質問②　９月 ３日（木）
閉　会　日　９月15日（火）

回転まぶし

議会を傍聴しませんか

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
　傍聴席は、役場２階議場後方が入口です。
　また、本会議は、ふう太ネットで生放送
および再放送をしています。
　開会日と閉会日の再放送は、当日の午後10時
からです。一般質問の再放送は、ふう太ネット
番組表または音声放送等でご確認ください。

議会全員協議会

◆４月28日
　◎ �「馬曲温泉公園利活用の公募型プロポーザル実施

要項(案)」について
　◎ �「県道七曲西原線(中島～西小路)改良工事スケ

ジュールと工事費補正の見込みについて
　◎ �「ゴミ袋」の６月生産分からの値上げについて

◆５月11日
　◎ �「馬曲温泉公園利活用の公募型プロポーザル実施

要項(案)」の見直しについて（協議）

◆５月22日
　◎ �「馬曲温泉プロポーザル実施要項」の変更について
　◎ �「アンテナショップ新鮮屋」の今後について

◆６月12日
　◎ �「堆肥センター長寿命化工事」請負契約の締結

（報告・協議）
　◎ �「中学校の休日部活動」地域展開の概要（報告）

◆７月２日
　◎ �「馬曲温泉プロポーザル」の参加表明
　　 の結果について（報告）

（村からの提出案件）
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　今年も恒例の村民スポーツフェスティバルが盛り上がりを見せました。ゲート
ボール、ソフトボール、ふらばーるバレーボール、マレットゴルフ、そして今年か
らニュースポーツ「ボッチャ」も加わり５種目で熱戦が繰り広げられ、サッカーAC
長野パルセイロと遊ぼう！も開催され、参加者全員が笑顔と歓声に包まれました。
地域の絆と健康促進を目的としたこのイベントは、今年も大成功を収めました。
　また、姉妹都市調布市から18人のスポーツ推進委員の皆さんがマレットゴルフ、
ふらばーるバレーボール、ソフトボールの３種目に参加され、大会を盛り上げてい
ただきました。

ゲートボールゲートボール

ソフトボールソフトボール

ふらばーるバレーボールふらばーるバレーボール

優勝　西小路　準優勝　市之割  高石合同　第３位　和栗

優勝　高石　準優勝　大町　第３位　西町・庚

優勝　北鴨B　準優勝　南鴨Z　第３位　北鴨A・大町

優勝：西小路チーム

優勝：高石チーム

優勝：北鴨Bチーム

優勝チームコメント

優勝チームコメント

優勝チームコメント

チームワークで勝利！

疲れました！

若い人の活躍で優勝できました。ありがとうございました！

第41回村民スポーツ
フェスティバルが盛大に開催！
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AC長野パルセイロ　
勝又コーチのコメント

優勝：中村Aチーム

優勝：中島Aチーム
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。
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。
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催
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今
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村
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史
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。
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行
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解
説
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座
に
熱
気

「
せ
っ
こ
塾
」 開
講村教育の将来について語り合う参加者

本誌編さん員　樋口和雄氏による解説講座

シ
ニ
ア
学
級

マレットゴルフマレットゴルフ

ボッチャボッチャ

優勝　中村A　準優勝　大町A　第３位　南鴨A

優勝　中島A　準優勝　高石A　第３位　南鴨ボッチャーズ

優勝チームコメント

優勝チームコメント

みんなで楽しくできて良かったです！

初めてのボッチャ。優勝できて最高です！

村の歴史を次世代へ紡ぐ～最新書籍「木島平村のふるさと遺産」が発刊

パルセイロスタッフを囲んでの全体写真

木島平村の子どもたちは、
みんな挨拶がしっかり出来
ていて、とても元気なこと
に驚きました！

AC長野パルセイロと遊ぼう！AC長野パルセイロと遊ぼう！

好評
  発売中！
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　６月５日、第１回社会人権同和教育研修講座が開催されました。
　今回の講師は、元長野県同和教育推進協議会会長であり、また、前長野県人権政策審議会委員である中
島 敏

さとし

 さんでした。
　講演のテーマは、「長野県人権尊重の社会づくり条例（仮称）と私たち」
でした。
　中島さんからは、条例制定に関わってこられた経緯をふまえ、以下の点
から講演をいただきました。

　● 制定の意義と願い　　● 制定の背景　　● 条例の構成と重点
　● 問題点と課題　　● 現在までの進捗状況と今後の予定　

　今、各方面から大きな関心が寄せられ、注目されている「長野県人権条
例制定」について、中島さんから、条例制定に向けた最新の情勢と今後の
予定等をお聞きすることができ、貴重な研修の機会となりました。
　現在、国として「包括的差別禁止法」等の制定がない中、深刻な人権侵害行為が次々と発生し、それに
対処できていない厳しい現状が続いています。このような中、各都道府県単位に「人権尊重条例」が制定

されてきており、現時点で47都道府県中20都府県で制定されました。
　これまで制定がない長野県では、令和７年２月議会での阿部知事の

「人権全般を包括する条例の検討に着手する」という所信表明をきっか
けとして、条例制定に向けた具体的な取り組みが始まりました。
　現時点における長野県の条例について、注目すべき点として次の点が
上げられます。

　● �人権侵害行為等の禁止に係る条文の中に、「被差別部落の出身」が明記された。
　● �人権侵害の救済の申し立てに係る条文の中に、オンブズパーソン（県民の相談を受けて調査し、

是正や改善を勧告をする第３者機関制度）に救済の申し立てを可能とすることが明記された。
　● �救済の手段として、当事者の他に家族及び、関係者の申し立ても可能とした。また、オンブズ

パーソンは、ネット上の誹謗中傷の削除要請を知事が行うように勧告できるとした。
　● �人権に関する県民意識調査の実施を行い、これまで実施してきた「人権に関する県民意識調査」

をこれに位置付けた。

　最後に、現在までの進捗状況と今後の予定として、本年度６月県議会での「長野県尊重の社会づくり条
例（仮称）」の答申を基に、具体的な条例案が議題に上がり、議決されるとみていると話されました。
　私たちは、強い関心をもって、今後の動向を注視していく必要があります。

講師：中島　敏さん

第１回社会人権同和教育研修講座開催される

多くの聴講者で埋まった会場
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　　　　　　　　　　　　往郷911-7 若者センター内　82-3111（内線206）
　　　　　　　　　　　　月曜日休館　開館時間・平日９時～17時45分／土日祝８時30分～17時15分
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　『おとうとものがたり』は、「アンパンマン」の作者・やなせたかしが、最愛の弟・千
尋との思い出を詩と絵で綴った作品です。弟を救えなかった後悔と、平和への祈りを込
めて描かれたこの作品は、やなせの創作の根底にある「やさしさ」や「正義の原点」を
感じさせます。アンパンマンの「困っている人にパンを届ける」という精神にも通じ
る、深い愛と鎮魂の物語です。
♪　そうだ 恐れないで みんなのために 愛と 勇気だけが 友達さ ああ アンパンマン 優
しい 君は 行け！ みんなの夢 守るため　♪
　みなさんもよく知っている「アンパンマン」のマーチの一節です。
　このアンパンマンの作者である、やなせたかしさんの「おとうとものがたり」を紹介
します。お父さんの死、お母さんとの別れ、そして戦争での弟の死などが、やなせさん
の飾らない言葉と素朴なモノクロの挿絵で描かれています。「戦争がもたらす悲劇、残されたものの苦しみ、命の
尊さ」や「母との別離、弟の戦死などから兄弟の絆、家族の大切さ」を改めて考えさせられる作品です。愛くるし
い正義のヒーロー「アンパンマン」の中にある、やさしさや平和への願いを感じます。

『おとうとものがたり』

やなせたかし／著

今月の一冊今月の一冊 木島平小学校長　石井　　誠

新着図書

児童図書

図書館　　だより

ちっちゃな図書館

第42回 村夏まつり開催！第42回 村夏まつり開催！
　「第42回村夏まつり」が、８月８日（土）に中央グラウンドで開催されます。今年も楽しい屋
台村や、子ども盆踊りに加えて、村芸術文化協会会員が着付けのお手伝い（予約制）をします。

「浴衣で夏祭りに行きたい！でも上手く着付けができない…」という皆さんには、８月８日（土）
午後４時から午後５時30分までの受付時間で、おひさま保育園で着付けのお手伝いをします。
浴衣をご持参いただくことが基本ですが、浴衣をお持ちでないかたも気軽にご相談ください。

８月８日 土

17：00　会場オープン
18：00　開会・団体発表
19：30　盆踊り/子ども盆踊り
20：40　大抽選会
21：00　打ち上げ花火
お問合せ   農村交流館内 木島平村公民館　第42回夏まつり実行委員会事務局　☎0269（82）2041

花火
協賛金募集中！

（７月24日〆切です）
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ふれあいネットワークふれあいネットワーク

7/15（水） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

7/22（水） ○ふれあいランチ

7/23（木） ○安心買い物ツアー

  8/5（水） ○�心配ごと相談（相談
員…行政相談委員・
人権擁護委員・民生
児童委員）

○ふれあいランチ

  8/6（木） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

8/17（月） ○安心買い物ツアー

8/19（水） ○�無料法律相談（相談
員…長野県弁護士会
派遣弁護士）

○�集まろう！通いの場
「ピース」

8/20（木） ○安心買い物ツアー

8/21（金） ○�多世代交流「このゆ
びと～まれ」

8/26（水） ○ふれあいランチ

No. 390

発行：社会福祉法人
　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字住郷908-3
TEL：0269（82）4888

7/15
8/31
〜

社協の予定

木島平村社協
公式ウェブサイト

　６月19日、木島平小学校で取り組む“ふれあい体験学習”にて、高齢者疑似体験を

社協職員が担当しました。

　４年生から６年生までの児童10名が参加され、主に車いすの乗車と介助体験を行

い、体験を通してそれぞれの立場を学び、自分たちに何ができるかを考えてもらう

機会となりました。

　生き生きシニア活動顕彰は、元気で活力に満ちた高齢者

の地域貢献活動に対して、都道府県知事の推薦に基づい

て、ニッセイ財団で選考し団体が決定されています。

　今年度は県内の６団体に決定し、村内で高齢者の居場所

（サロン）づくりをしている「ふるさとサロン」が選ばれま

した。

　６月８日に、長野県庁で贈呈式と懇談会が開催され、副知

事より目録を贈呈されました。ふるさとサロンは、保健セン

ターで週に１回開催されており、できるだけ介護保険を使

わずに元気でいることを目的に活

動されています。

　全身を動かす体操を主に、歌集

を使って歌ったり、ゲームを楽しみ

ます。

　また、年に数回各方面の講師を

招いてお話をお聞きする学びの機

会を設け、活動に役立てていると

話されていました。

小学校 “ふれあい体験学習 ”
高齢者疑似体験を実施

“ふるさとサロン”が受彰
2026年度ニッセイ財団「生き生きシニア活動顕彰」

受彰
おめでとうございます

参 加 し 児 のた 童 声

●車いすの乗り心地が良かった。
●�車いすで曲がることが難し
かった。

●�車いすで登り坂を上るのは大
変だった。
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　第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：400円　昼食のみ

（11時～12時の間にお届けします）

【対象となる方は下記のとおりです】
⃝一人暮らしの高齢者、障がい者
⃝高齢者、障がい者のみの世帯
⃝昼間高齢者、障がい者のみとなる世帯

【６月24日】　
・ゆかりご飯
・アップルロールフライ
・春雨サラダ
・大根ときゅうりの塩昆布和え
・さつまいものレモン煮

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方を募集してい
ます。一緒に活動してみませんか。
� 問合せ先：社協 0269（82）4888

ふれあいランチだよりふれあいランチだより

栄養豊富な、手作り
お弁当はいかがですか？

  ご利用を希望される方は、
　　木島平村社協まで
　　ご連絡ください。

【６月10日】
・ゆかりご飯　・コンコンコロッケ
・豆腐とツナのお焼き
・ふんわり卵焼き
・とり肉と切り干し大根の甘酢和え
・きゅうりとかぶの塩昆布和え

ふれあいランチボランティア募集

　現在13名のヘルパーが在

籍し、一人ひとりの利用者様

の思いや生活を大切にしなが

ら、食事作り・洗濯・買い物

等を支援する【生活援助】と

食事介助・オムツ交換・入浴

介助等を支援する【身体介

助】を行っています。

　ケアマネジャーや包括支援

センターなどと連携し、利用

者様が住み慣れたご自宅で安

心して過ごしていただけるよ

う、これからも地域に根ざし

た事業所として、お手伝いさ

せていただきたいと思います。

＊�資格をお持ちの方で隙間時

間に働きたい方、私たちと

一緒に働きませんか？

　�興味がある方は社会福祉協

議会（82）4888 担当本山

までご連絡ください！

訪
問
介
護
事
業
所
（
ヘ
ル
パ
ー
）

事業所
紹介参加者募集

インスタグラムインスタグラム
始めました始めました

社協の日々の活動やお知らせなどを、写真
とともにお届けします。
左の二次元コードからアク
セスできます。
ぜひフォローして、社協を
身近に感じてください！

木島平村社協PR
（＠shakyo_kijimadaira_pr）

（人工芝）



　    6.13          中　町    　 森　郁
い

織
おり

　   （大
だい

輔
すけ

 ・麻
ま

由
ゆ

佳
か

）

こんにちは赤ちゃん

 井川  源
げ ん

基
き

くん

 令和６年３月 19 日生まれ

（北鴨区/裕
ゆう

基
き

さん・沙
さ

耶
や

香
か

さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 7 月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,893（＋２） 2,021（＋2） 3,914（＋ 4）1,522（+4）

　

砂
遊
び
や
粘
土
遊
び
が
好
き
で
、

最
近
は
自
分
で
な
ん
で
も
や
ろ
う
と

す
る
源
基
く
ん
。

　

こ
の
ご
ろ
は
自
分
で
服
を
着
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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村
長
ひ
と
こ
と
（
121
）

「
水
」

　

水
は
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
う
。
水
素
と
酸
素
か
ら
で
き
て

い
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
も
身
の
回
り
に
漂
っ
て
い
て
も
見
え
な

い
が
、
結
び
つ
く
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
色
々
な
も
の
を
溶

か
す
不
思
議
な
力
を
持
つ
。
植
物
は
水
が
な
い
と
地
中
の
養
分

を
吸
収
で
き
な
い
。
人
も
水
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

水
が
な
け
れ
ば
生
命
す
ら
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
命
の

源
で
あ
り
母
だ
。
し
か
し
、
多
す
ぎ
て
も
困
っ
て
し
ま
う
。　

　

令
和
元
年
の
大
水
害
を
受
け
た
緊
急
治
水
対
策
に
よ
り
、
各

地
で
築
堤
や
狭
窄
部
の
掘
削
、
遊
水
地
の
設
置
な
ど
の
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
上
流
の
水
位
を
下
げ
る
た
め
、
ど

ん
ど
ん
流
せ
ば
下
流
で
溢
れ
ま
す
。
上
下
流
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
で
す
。

　

先
月
、
千
曲
川
等
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
の
要
望
の
た
め
、

新
潟
の
大お
お

河こ
う

津づ

分
水
路
再
整
備
工
事
を
視
察
し
ま
し
た
。
千
曲

川
が
信
濃
川
と
な
っ
て
作
っ
た
越
後
平
野
は
、
か
つ
て
低
湿
地

で
水
は
け
が
悪
く
、
度
々
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
泥
沼
へ

田た

舟ぶ
ね

を
使
っ
て
田
植
え
を
し
、
腰
ま
で
泥
に
埋
ま
り
な
が
ら
稲

刈
り
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正

に
か
け
、
水
を
日
本
海
に
流
す
分
水
路
を
作
る
大
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
ほ
ぼ
人
力
で
山
を
切
り
開
き
、
延
長
約
10
㎞
、
幅

１
０
０
ｍ
余
の
水
路
を
作
り
ま
し
た
。
今
で
は
日
本
一
の
米
所

と
な
り
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
か
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

上
流
の
治
水
能
力
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
、
大
規
模
な
拡
張
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
い
く
ら
治
水
対
策
を
進
め
て
も
各
々
の
防
災
・
減
災

対
策
は
必
要
で
す
。
例
年
、梅
雨
の
末
期
は
大
雨
に
な
り
ま
す
。

ご
用
心
を
。

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

7 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,200 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

    　誕生日　        集　落　         氏　　名              父・母

自然劇場

　  ６   . ８          平　沢     　小林　せつ子　   （83）
　  ６   . ９          中　町     　小柗　莊

そう

平
へい

　　  （85）
　  ６   . 14          内　山     　島崎　よし子　  （97）


